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第第
１１
３３
７７
回回
地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

内
田
�
・
菊
川
市
議
会
議
長
）
は

８
月
７
日
、
正
副
委
員
長
会
議
の

後
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第
１
３
７

回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
冒
頭
に
内
田
委

員
長
か
ら
「
地
方
税
制
の
拡
充
強

化
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の
充
実

確
保
を
要
望
し
て
い
く
」
な
ど
の

挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
村
田
進

洋
・
本
会
副
会
長
（
水
戸
市
議
会

議
長
）
が
挨
拶
。
総
務
省
か
ら
の

講
師
説
明
の
後
、
委
員
会
に
関
す

る
会
則
・
規
程
等
を
了
承
、
次
い

で
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
平
成
２８
年
度
地

方
税
財
政
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
と
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
要
望
書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
。

続
い
て
、
要
望
活
動
、
今
後
の
運

営
を
決
定
し
た
。

「
平
成
２８
年
度
地
方
税
財
政
対

策
に
関
す
る
要
望
書
」
は
申
し
送

り
事
項
、
付
託
事
項
に
基
づ
き
、

�
平
成
２８
年
度
税
制
改
正
等
�
平

成
２８
年
度
地
方
財
政
対
策
�
地
方

創
生
の
推
進
�
平
成
２８
年
度
地
方

債
計
画
�
地
方
公
営
企
業
�
国
庫

補
助
負
担
金
―
の
６
項
目
を
大
き

な
柱
（
要
望
項
目
は
下
掲
）
と
し

て
作
成
、
「
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
要
望
書
」
は
５
委
員
会
共
管

の
付
託
事
項
か
ら
作
成
し
た
（
本

紙
１
９
４
５
号
１０
面
、
１
９
４
７

号
１
面
・
６
面
参
照
）
。
両
要
望

書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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）
に
掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
内
田
委
員
長
、

笹
島
清
一
・
副
委
員
長
（
岩
見
沢

市
議
会
議
長
）
、
岡
田
昌
司
・
同

（
泉
佐
野
市
議
会
議
長
）
は
、
安

田
充
・
総
務
省
自
治
財
政
局
長
、

青
木
信
之
・
同
省
自
治
税
務
局
長

ら
に
面
談
し
、
要
望
書
手
交
の
上
、

要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
省
幹
部
に
要
望
し
た
。
村
田
副

会
長
、
他
の
委
員
も
地
元
選
出
の

国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
前
田

一
浩
・
総
務
省
自
治
財
政
局
財
政

課
長
か
ら
「
地
方
財
政
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
、
開
出

英
之
・
同
省
自
治
税
務
局
企
画
課

長
か
ら
「
地
方
税
制
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

説
明
を
聴
取
し
た
。

地地
方方
税税
財財
政政
対対
策策
にに
関関
すす
るる
要要
望望
項項
目目

�
平
成
２８
年
度
税
制
改
正
等
（
※
重
点
要

望
事
項
、
地
方
税
源
等
の
充
実
確
保
、

政
令
指
定
都
市
・
中
核
市
・
施
行
時
特

例
市
に
対
す
る
税
制
上
の
特
例
措
置
の

充
実
、
非
課
税
等
特
別
措
置
等
の
整
理

合
理
化
、
政
治
活
動
に
関
す
る
個
人
献

金
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
拡
大
、
地

方
税
法
の
改
正
時
期
）
�
平
成
２８
年
度

地
方
財
政
対
策
（
※
重
点
要
望
事
項
、
地

方
財
源
の
充
実
確
保
、
合
併
算
定
替
等
、

「
地
方
共
有
税
」
へ
の
変
更
、
地
方
自

治
体
の
財
政
運
営
の
予
見
可
能
性
向
上
、

国
に
よ
る
確
実
な
財
政
措
置
の
実
施
等
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
活
用
）

�
地
方
創
生
の
推
進
（
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
の
安
定
的
確
保
、

包
括
的
な
交
付
金
の
創
設
、
地
方
分
権

改
革
の
一
層
の
促
進
等
）
�
平
成
２８
年

度
地
方
債
計
画
（
地
方
債
資
金
の
確
保
、

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
継

続
等
、
合
併
特
例
債
の
制
度
拡
充
、
起

債
対
象
事
業
の
拡
大
等
）
�
地
方
公
営

企
業
（
公
営
企
業
操
出
金
等
の
所
要
額

確
保
、
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
）
�
国
庫
補
助
負
担
金

（
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
等
、
直
轄

事
業
負
担
金
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
）

※
「
�
平
成
２８
年
度
税
制
改
正
等
」
と

「
�
平
成
２８
年
度
地
方
税
対
策
」
に

お
け
る
重
点
要
望
事
項
は
、
第
９１
回

定
期
総
会
議
決
事
項
の
う
ち
「
地
方

税
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
決

議
」
か
ら
抜
粋
し
た
も
の

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

吉
田
益
美
・
宗
像
市
議
会
議
長
）

は
８
月
１２
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
委
員
長
会
議
の
後
、
第
１
５

３
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
冒
頭
に
吉
田
委

員
長
か
ら
「
農
林
水
産
業
に
対
す

る
経
営
支
援
策
等
の
拡
充
強
化
、

６
次
産
業
化
の
推
進
、
野
生
生
物

に
よ
る
被
害
防
止
対
策
の
強
化
、

中
小
企
業
振
興
対
策
で
は
安
定
経

営
に
向
け
た
支
援
策
の
拡
充
を
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
」
な
ど
の

第第
１１
５５
３３
回回
産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

【
２
面
へ
続
く
】

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1950号８月２５日平成27年
（2015年）

安田財政局長

青木税務局長

挨拶する内田委員長

挨拶する吉田委員長

挨拶する村田副会長

（１） 平成２７年８月２５日 第１９５０号



【
１
面
か
ら
続
く
】

挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
金
城
徹

・
本
会
副
会
長
（
那
覇
市
議
会
議

長
）
が
挨
拶
。
農
林
水
産
省
、
中

小
企
業
庁
か
ら
の
講
師
説
明
の
後
、

委
員
会
に
関
す
る
会
則
・
規
程
等

を
了
承
、
次
い
で
、
事
務
報
告
を

了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
要
望
書
」
と
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

を
原
案
の
通
り
決
定
。
続
い
て
、

要
望
活
動
の
方
法
、
今
後
の
運
営

を
決
定
し
た
。

「
要
望
書
」
は
申
し
送
り
事
項
、

付
託
事
項
に
基
づ
き
、
�
地
方
創

生
の
推
進
�
農
業
振
興
対
策
�
林

業
振
興
対
策
�
水
産
業
振
興
対
策

�
農
林
水
産
業
共
通
対
策
�
食
の

安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対

策
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
貿
易
交
渉
	
中
小

企
業
振
興
対
策
等


資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
―
の
９
項
目
を
大
き

な
柱
（
要
望
項
目
は
下
掲
）
と
し

て
作
成
、
「
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
要
望
書
」
は
５
委
員
会
共
管

の
付
託
事
項
か
ら
作
成
し
た
（
本

紙
１
９
４
５
号
１０
面
、
１
９
４
７

号
１
面
・
６
面
参
照
）
。
両
要
望

書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
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）
に
掲
載
し
て
い

る
。会

議
終
了
後
、
吉
田
委
員
長
、

秋
家
聡
明
・
副
委
員
長
（
�
飾
区

議
会
議
長
）
、
林
野
忠
弘
・
同
（
善

通
寺
市
議
会
議
長
）
は
、
今
井
敏

・
林
野
庁
長
官
、
佐
藤
一
雄
・
水

産
庁
長
官
、
小
林
利
典
・
中
小
企

業
庁
次
長
に
面
談
し
、
要
望
書
手

交
の
上
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
ほ
か
、
農
林
水
産
省
、
経
済

産
業
省
幹
部
に
要
望
し
た
。
金
城

副
会
長
、
他
の
委
員
も
地
元
選
出

の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
山
里

直
志
・
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政

策
課
調
査
官
か
ら
「
農
林
水
産
行

政
の
今
後
の
展
開
方
向
に
つ
い

て
」
、
信
谷
和
重
・
中
小
企
業
庁

長
官
官
房
参
事
官
か
ら
「
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
施
策
の
今
後

の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
説
明
を
聴
取
し
た
。

高
速
協
が
役
員
会
を
開
催
（
於
・
浜
松
市
）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
滝
口
敏
夫
・
木
更

津
市
議
会
議
長
）
は
８
月
５
日
、

浜
松
市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
滝
口
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
鈴
木
育
男
・
副
会
長

（
浜
松
市
議
会
議
長
）
、
鈴
木
康

友
・
浜
松
市
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、
事
務
報
告
を
了
承

し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
２６
年

度
決
算
に
つ
い
て
了
承
し
た
。
決

算
は
１１
月
４
日
に
開
催
す
る
第
１

回
理
事
会
、
２８
年
２
月
１０
日
に
開

催
す
る
第
４２
回
定
期
総
会
に
報
告

す
る
。

次
に
、
「
高
速
道
路
建
設
・
整

備
促
進
等
に
関
す
る
要
望
書
」
を

原
案
の
通
り
決
定
し
た
。
要
望
書

は
、
�
建
設
促
進
�
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
と
機
能

強
化
�
防
災
・
安
全
対
策
等
の
推

進
�
料
金
制
度
―
の
４
項
目
を
大

き
な
柱
と
す
る
（
下
掲
に
要
望
の

一
部
）
。
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
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）
に

掲
載
し
て
い
る
。

要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
全
加

盟
市
に
要
望
書
を
送
付
し
、
地
元

選
出
国
会
議
員
な
ど
に
対
し
要
望

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

続
い
て
、
今
後
の
会
議
・
要
望

活
動
日
程
を
了
承
し
、
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
、
選
出
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
の
と
お
り
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。

産産
業業
経経
済済
施施
策策
にに
関関
すす
るる
要要
望望
項項
目目

�
地
方
創
生
の
推
進
（
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
の
安
定
的
確
保
、

包
括
的
な
交
付
金
の
創
設
）
�
農
業
振

興
対
策
（
経
営
所
得
安
定
対
策
、
農
業

の
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る
施
策
、
食

料
自
給
率
向
上
及
び
国
産
農
産
物
の
消

費
拡
大
、
畜
産
振
興
策
の
強
化
）
�
林

業
振
興
対
策
（
林
業
発
展
の
た
め
の
施

策
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
等
、
水
源

林
の
保
全
）
�
水
産
業
振
興
対
策
（
漁

業
者
に
対
す
る
経
営
支
援
策
等
の
強
化
、

漁
業
資
源
の
維
持
等
の
た
め
の
施
策
、

配
合
飼
料
高
騰
対
策
、
担
い
手
の
確
保

・
育
成
）
�
農
林
水
産
業
共
通
対
策

（
６
次
産
業
化
の
着
実
な
実
施
、
野
生

生
物
に
よ
る
農
林
水
産
物
被
害
の
防
止
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の

緩
和
・
撤
廃
、
燃
油
価
格
高
騰
対
策
、

農
林
水
産
物
の
価
格
の
適
正
化
）
�
食

の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策

（
食
の
安
全
性
確
保
へ
の
取
組
、
輸
入

食
材
等
の
安
全
確
保
、
消
費
者
安
心
・

安
全
確
保
対
策
の
推
進
）
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

貿
易
交
渉
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
、
諸
外
国
と
の
貿
易

交
渉
）
	
中
小
企
業
振
興
対
策
等
（
中

小
企
業
へ
の
支
援
、
地
域
資
源
の
活
用

促
進
、
地
域
商
業
の
振
興
、
電
気
料
金

及
び
原
材
料
価
格
の
上
昇
等
に
対
す
る

下
請
け
中
小
企
業
の
保
護
）


資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
（
原
子
力
発
電
所
の

安
全
・
防
災
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
、
電
力
供
給
の
確
保
、
レ
ア

メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
等
の
確
保
対
策
、

採
石
法
の
充
実
強
化
）

【
要
望
（
一
部
掲
載
）
】

�
建
設
促
進
（
高
規
格
幹
線
道
路
網

１
万
４
０
０
０


早
期
完
成
へ
の
明
確

な
方
向
性
の
提
示
と
財
源
の
確
保
、
地

域
高
規
格
道
路
整
備
に
関
す
る
所
要
財

源
確
保
な
ど
）
�
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
有
効
活
用
と
機
能
強
化
（
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
時
間
的
・
空
間

的
な
最
大
限
の
発
揮
な
ど
）
�
防
災
・

安
全
対
策
等
の
推
進
（
老
朽
化
す
る
イ

ン
フ
ラ
の
適
時
適
切
な
維
持
管
理
・
更

新
の
た
め
の
十
分
な
財
源
確
保
、
重
大

事
故
の
再
発
防
止
に
向
け
た
安
全
対
策

の
強
力
な
推
進
な
ど
）
�
料
金
制
度

（
公
正
妥
当
な
料
金
制
度
の
実
現
、
安

定
的
で
シ
ン
プ
ル
な
料
金
制
度
の
構
築

な
ど
）

小林中小企業庁次長

今井林野庁長官佐藤水産庁長官

高速協会長
滝口敏夫（木更津市）

挨拶する金城副会長

第１９５０号 平成２７年８月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



トトピピッッ
ククスス

意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
平
成
２７
年
５
月
か

ら
７
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う

ち
、
※
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数

を
取
り
ま
と
め
た
（
左
下
掲
）
。

件
数
の
多
い
意
見
書
・
決
議
を
紹

介
す
る
。

な
お
、
１
月
か
ら
７
月
ま
で
の

報
告
件
数
は
１
６
０
２
件
と
な

り
、
１８
年
か
ら
２７
年
の
１０
年
間
で

最
も
少
な
か
っ
た
（
２６
年
ま
で
の

９
年
間
の
同
期
間
に
お
け
る
平
均

件
数
は
２
３
７
４
件
）
。

地地
方方
単単
独独
事事
業業
にに
係係
るる
国国
民民
健健
康康

保保
険険
のの
減減
額額
調調
整整
措措
置置
のの
見見
直直
しし

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
地
方
単
独
事
業
に
係

る
国
民
健
康
保
険
の
減
額
調
整
措

置
の
見
直
し
」
で
１
２
２
件
だ
っ

た
。
２６
年
中
は
少
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
集
計
で
は
最
多
と
な
っ

た
。ほ

と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
前

段
で
「
全
国
の
自
治
体
で
は
単
独

事
業
と
し
て
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
制
度
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む

事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
平
成
２６
年
度
補
正
で
用
意
さ

れ
た
国
の
交
付
金
を
活
用
し
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
業
内

容
の
拡
充
に
取
り
組
む
自
治
体
も

報
告
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
�

人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
む
、
い

わ
ゆ
る
地
方
創
生
作
業
が
進
む

中
、
地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど

も
等
に
係
る
医
療
費
助
成
と
国
保

の
国
庫
負
担
の
減
額
調
整
措
置
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討

の
場
を
設
け
、
結
論
を
出
す
こ
と

�
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、
子
育
て
支

援
、
地
方
創
生
、
地
域
包
括
ケ
ア

等
の
幅
広
い
観
点
か
ら
実
効
性
あ

る
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
子
ど

も
等
に
係
る
医
療
の
支
援
策
を
総

合
的
に
検
討
す
る
こ
と
―
の
２
項

目
を
求
め
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
。

ほ
か
に
、
「
減
額
調
整
措
置
の

廃
止
」
に
触
れ
る
も
の
も
あ
っ

た
。な

お
、
本
会
の
社
会
文
教
委
員

会
で
は
、
同
措
置
の
廃
止
に
つ
い

て
２０
年
か
ら
毎
年
要
望
し
て
い

る
。

義義
務務
教教
育育
費費
国国
庫庫
負負
担担
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

「「
義義
務務
教教
育育
費費
国国

庫庫
負負
担担
制制
度度
にに
つつ
いい

てて
」」
はは
、、
１１
００
８８
件件

だだ
っっ
たた
。。

負負
担担
割割
合合
のの
２２
分分

のの
１１
へへ
のの
復復
元元
をを
求求

めめ
るる
もも
のの
がが
最最
もも
多多

かか
っっ
たた
。。
次次
いい
でで
、、

制制
度度
のの
堅堅
持持
まま
たた
はは

拡拡
充充
、、
少少
人人
数数
学学
級級

のの
推推
進進
をを
求求
めめ
るる
もも

のの
がが
多多
かか
っっ
たた
。。

認認
知知
症症
へへ
のの
取取
りり
組組
みみ
のの
充充
実実
強強
化化

「
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
充

実
強
化
に
つ
い
て
」
は
、
１
０
０

件
。
２６
年
中
は
意
見
書
名
で
「
認

知
症
」
を
用
い
る
も
の
は
な
か
っ

た
。ほ

と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
�

認
知
症
の
方
々
の
尊
厳
、
意
思
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
学
校
教

育
な
ど
に
よ
り
認
知
症
へ
の
理
解

を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
の
予
防
・
治
療
法
確
立
、
ケ

ア
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
認
知
症
に
対

す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
定
め
た
「
認
知
症
の
人
と
家
族

を
支
え
る
た
め
の
基
本
法
（
仮

称
）
」
を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と

�
認
知
症
に
見
ら
れ
る
不
安
、
抑

う
つ
、
妄
想
な
ど
心
理
行
動
症
状

の
発
症
・
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
訪

問
型
の
医
療
や
看
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
普
及
促
進
を
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
に
適
切
に
組
み
入

れ
る
こ
と
�
自
治
体
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
家
族
介
護
、
老
老

介
護
、
独
居
認
知
症
高
齢
者
な

ど
、
よ
り
配
慮
を
要
す
る
方
々
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
好
事
例
（
サ
ロ
ン

設
置
、
買
物
弱
者
へ
の
支
援
等
）

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
�
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）
の
効
果
を
見
極
め
る

た
め
、
当
事
者
や
介
護
者
の
視
点

を
入
れ
た
点
検
・
評
価
を
適
切
に

行
い
、
そ
の
結
果
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
―
の
４
項
目
を
求
め

る
も
の
だ
っ
た
。

安安
全全
保保
障障
関関
連連
法法
案案
にに
つつ
いい
てて

「
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い

て
」
は
、
意
見
書
９８
件
、
決
議
１

件
だ
っ
た
。

全
体
の
６
割
強
が
慎
重
審
議
を

求
め
て
い
る
。
国
民
へ
の
十
分
な

説
明
を
求
め
る
も
の
も
多
か
っ

た
。
撤
回
・
廃
案
な
ど
の
ほ
か
、

成
立
を
求
め
る
意
見
書
も
あ
っ

た
。

そそ

のの

他他

「
農
林
水
産
業
の
輸
出
促
進
に

向
け
た
施
策
の
拡
充
」
に
つ
い
て

は
、
２６
年
中
に
同
内
容
の
意
見
書

は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
集
計
で

は
３１
件
だ
っ
た
。
全
て
の
意
見
書

で
輸
出
事
業
者
へ
の
支
援
策
の
実

施
を
求
め
た
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
」

と
は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
意
見

書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に
情
報
入
力
ま

た
は
郵
便
で
送
付
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
と
な
り
ま
す
。
入
力
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
本
会
旬
報
担
当
者
（
�

０
３
・
３
２
６
２
・
２
３
０
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス

に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

（
平
成
１６
年
以
降
の
も
の
）
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー

画
面
か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き

る
。
な
お
、
メ
ン
バ
ー
画
面
及
び

検
索
画
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と

な
る
。
Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
２７

年
７
月
８
日
付
け
「
（
全
議
Ｍ
１

第
１５
号
）
意
見
書
・
決
議
Ｂ
Ｏ
Ｘ

の
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー

ド
の
通
知
に
つ
い
て
」
で
各
議
会

事
務
局
に
通
知
し
て
い
る
。

決議
○地方単独事業に係る国民健康 １２２ ―
保険の減額調整措置の見直し
○義務教育費国庫負担制度につ １０８ ―
いて（負担割合の復元、制度
の堅持または拡充、少人数学
級の推進など）
○認知症への取り組みの充実強 １００ ―
化
○安全保障関連法案について ９８ １
（慎重審議、国民への十分な
説明、撤回・廃案、成立など）
○地方財政の充実・強化 ５８ ―
○ヘイトスピーチ対策について ３６ ―
（法整備を含む強化策ほか）
○教育予算の拡充 ３３ ―
○農林水産業の輸出促進に向け ３１ ―
た施策の拡充
○年金積立金の安全・確実な運 ３０ ―
用
○最低賃金の引き上げ ３０ ―
○ＴＰＰ交渉について（衆参両 ２６ ―
院農林水産委員会における決
議の遵守ほか）
【小計】 ６７２ １
○その他 ２０８ ３６
【総合計】 ８８０ ３７

意見書件 名

議会

５月～７月
可決分５月から７月に可決した意見書・決議の議決状況

※意見書・決議は、平成２７年５月１日から７月３１日までに可決され、
８月７日までに各市議会から任意に本会ホームページの意見書・
決議ボックスに入力、または本会に郵送された件数を集計

※件名は代表的なもの。同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

（３） 平成２７年８月２５日 第１９５０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
（
本
部
長
�
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
）
は
８
月
４
日
、
「
地

方
創
生
の
深
化
の
た
め
の
新
型
交

付
金
の
創
設
等
に
つ
い
て
」
を
決

定
。
新
型
交
付
金
の
創
設
等
に
つ

い
て
統
一
的
な
方
針
を
示
し
た
。

新
型
交
付
金
は
、
従
来
の
縦
割

り
事
業
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
課
題
に
取
り
組
む
地
方
を
支
援

す
る
観
点
か
ら
創
設
。
地
方
自
ら

が
既
存
事
業
の
隘
路
を
発
見
し
打

開
す
る
取
り
組
み
や
、
先
駆
的
・

優
良
事
例
の
横
展
開
な
ど
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。
公
共
事
業
関
係

費
、
施
設
整
備
費
の
う
ち
、
地
方

創
生
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
に

つ
い
て
も
対
象
と
す
る
。

予
算
規
模
は
１
０
０
０
億
円
超

（
事
業
費
２
０
０
０
億
円
超
）
と

し
、
２８
年
度
予
算
で
要
求
・
要
望

す
る
。
財
源
は
�
内
閣
府
所
管
の

地
域
再
生
戦
略
交
付
金
と
地
域
再

生
基
盤
強
化
交
付
金
の
再
編
５
８

０
億
円
程
度
�
関
係
府
省
の
地
方

創
生
関
連
予
算
以
外
の
裁
量
的
経

費
の
合
理
化
・
効
率
化
５
０
０
億

円
程
度
。

地地
方方
六六
団団
体体
がが
共共
同同
声声
明明
をを
発発
表表

こ
の
決
定
を
受
け
、
地
方
六
団

体
は
８
月
５
日
、
「
新
型
交
付
金

の
創
設
に
つ
い
て
」
（
左
掲
）
と

題
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

新型交付金の創設について
平成２７年８月５日
地 方 六 団 体

４日開催された政府のまち・ひと・しご
と創生本部において、地方創生の深化のた
めの新型交付金の創設についての統一的な
方針が決定された。

新型交付金については、石破大臣はじめ
関係閣僚のご尽力により、事項要求ではな
く当初予算として金額を明記の上要求・要
望するとの方針が示された点は、我々地方
も評価するものである。

その一方で、現在、１，７００超の全国の自
治体において総合戦略の策定が進められて
おり、地方創生の具体の取組は今後本格化
を迎えることとなる。

政府においては、こうした状況の下にお
いて新型交付金に対する地方の期待が高い
ことを十分に踏まえ、今後の新型交付金の
制度設計等に当たっては、その内容や規模
について、地方の意見等を十分に踏まえる
形で更なる検討が進められることを強く期
待する。

また、新型交付金に係る地方財政措置に
ついては、自治体が着実に執行することが
できるよう、「まち・ひと・しごと創生事
業費」１兆円とは別に、地方財政措置を確
実に講じるべきである。

総
務
省
は
７
月
２４
日
、
「
平
成

２８
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た

っ
て
の
基
本
的
な
方
針
」
（
本
紙

１
９
４
９
号
３
面
参
照
）
に
当
た

り
、
各
府
省
に
対
し
、
地
方
財
政

措
置
に
つ
い
て
留
意
ま
た
は
改
善

す
べ
き
事
項
を
申
し
入
れ
た
。

２７
年
度
の
申
し
入
れ
件
数
は
、

各
府
省
共
通
事
項
７
件
、
同
個
別

事
項
１７
件
（
う
ち
新
規
６
件
）
の

２４
件
（
複
数
府
省
に
行
っ
た
同
趣

旨
の
申
し
入
れ
を
１
件
と
し
た
場

合
は
３２
件
）
。

共
通
事
項
７
件
の
内
訳
は
、

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
及
び
国

・
地
方
を
通
ず
る
財
政
健
全
化
」

と
し
て
、
地
方
歳
出
に
対
す
る
国

の
関
与
の
廃
止
・
縮
減
等
な
ど
３

件
、
「
国
・
地
方
公
共
団
体
間
の

財
政
秩
序
の
確
立
等
」
と
し
て
、

国
庫
補
助
負
担
金
等
に
係
る
超
過

負
担
の
解
消
等
な
ど
３
件
、
「
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
推

進
及
び
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減

災
対
策
の
推
進
」
１
件
。

個
別
事
項
の
う
ち
、
新
規
の
６

件
は
�
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
の
新
型
交
付
金
の
制
度
設
計

（
内
閣
官
房
）
�
乳
幼
児
医
療
費

に
係
る
国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の

見
直
し
等
（
厚
生
労
働
省
）
�
障

害
者
支
援
の
あ
り
方
の
見
直
し
等

（
厚
労
省
）
�
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
推
進
（
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、

環
境
省
）
�
予
防
接
種
に
係
る
財

政
措
置
等
（
厚
労
省
）
�
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
等
に
起
因
す
る

支
障
除
去
等
に
係
る
財
政
負
担

（
環
境
省
）
。
こ
の
う
ち
、
�
で

は
、
制
度
設
計
に
際
し
、
地
方
の

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
地
方
の

予
算
編
成
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ

う
、
そ
の
内
容
等
を
早
期
に
示
す

こ
と
、
�
で
は
、
国
民
健
康
保
険

に
係
る
国
庫
負
担
金
減
額
措
置
に

つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
廃

止
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
な
ど
、
�
で
は
、
地
方
の
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
、
制
度
の
安
定

的
な
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
―

を
申
し
入
れ
て
い
る
。

個
別
事
項
の
う
ち
、
２６
年
度
に

引
き
続
き
申
し
入
れ
る
も
の
は
、

自
殺
対
策
に
係
る
財
政
措
置
（
内

閣
府
）
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
（
林
野
庁
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
、
環
境
省
）
な
ど
が
あ
る
。

内
閣
府
は
７
月
３１
日
、
２７
年
の

提
案
募
集
方
式
に
つ
い
て
、
関
係

府
省
の
第
１
次
回
答
を
公
表
し
た
。

こ
の
う
ち
、
本
紙
１
９
４
７
号
で

取
り
上
げ
た
「
市
が
提
案
主
体
の

重
点
事
項
」
７
件
（
同
号
５
面
参

照
）
を
表
に
ま
と
め
た
（
表
参

照
）
。

８
月
３
日
か
ら
７
日
に
は
、
提

案
募
集
検
討
専
門
部
会
で
、
関
係

府
省
か
ら
の
集
中
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
。
９
月
に
は
関
係
府
省

へ
再
検
討
が
要
請
さ
れ
る
。

な
お
、
第
１
次
回
答
は
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p

�/
/
w

w
w
.c
a
o
.g
o
.jp
/
b
u
n
k
e
n

-
s
u
i
s
h
i
n
/
t
e
i
a
n
b
o
s
y
u

/
h
2
7
/
t
e
i
a
n
b
o
s
y
u
_
f
u
s

h
o
k
a
i
t
o
u
1
.h
t
m
l

）
か

ら

閲
覧
で
き
る
。

提
案
募
集
で
第
１
次
回
答
を
公
表

表 市が提案主体の重点事項

※提案募集検討専門部会（第２１・２２・２３・２５回）配布資料を基に本紙が作成

各府省の第１次回答の概要

既存制度で提案内容の実現が適当。

２７年度の実施状況等を踏まえ、２８年度以降のあり方
について検討し、結論を得るとする「日本再興戦略
改訂２０１５」を踏まえて検証する。

都道府県知事が市町村長と協議し、条例制定するこ
とにより可能となるため、県と協議されたい。

「水道事業等の認可の手引き」に示す簡素化の要件
を満たす場合、現行制度で対応可能。区域の大小の
みで水需要予測を不要とすることは妥当でない。

現行規定で市町村長は介護支援専門員への適切な指

導が可能。

現行制度で実現可能。

高額所得者要件を事業主体が条例で定める改正は困

難。

提案名（関係府省）

「サービス付き高齢者向け住宅に係る計画
策定権限等の市町村への移譲」（厚生労働
省、国土交通省）

「朝・夕の時間帯における保育士配置定数
の緩和」（厚生労働省）

「中心市街地活性化法における大規模小売
店舗の立地に係る特例区域指定権限等の
中核市への移譲」（経済産業省）

「小規模な給水区域及び給水人口変更に係
る水道事業の変更届出の簡素化」（厚生労
働省）

「介護支援専門員業務に係る監督事務の指

定都市・中核市への移譲」（厚生労働省）

「生活保護事務に関する規制緩和」（厚生労

働省）

「公営住宅の明渡請求の対象となる高額所

得者の収入基準の条例化」（国土交通省）

提案主体

福井市

瑞穂市

松山市

宇都宮市

さいたま市

豊田市

豊田市、

松山市

新
型
交
付
金
は
１
０
０
０
億
円
超

―
政
府
が
統
一
的
方
針
―

総務省

概
算
要
求
で
各
府
省
へ
申
し
入
れ
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「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
」
に
当
た
り
、
全
国
戦

没
者
追
悼
式
に
臨
み
、
さ
き
の
大

戦
に
お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々
と
そ

の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み
を

新
た
に
い
た
し
ま
す
。

終
戦
以
来
既
に
７０
年
、
戦
争
に

よ
る
荒
廃
か
ら
の
復
興
、
発
展
に

向
け
払
わ
れ
た
国
民
の
た
ゆ
み
な

い
努
力
と
、
平
和
の
存
続
を
切
望

す
る
国
民
の
意
識
に
支
え
ら
れ
、

我
が
国
は
今
日
の
平
和
と
繁
栄
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
戦
後
と
い
う
、

こ
の
長
い
期
間
に
お
け
る
国
民
の

尊
い
歩
み
に
思
い
を
致
す
と
き
、

感
慨
は
誠
に
尽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、
さ
き
の

大
戦
に
対
す
る
深
い
反
省
と
共
に
、

今
後
、
戦
争
の
惨
禍
が
再
び
繰
り

返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
全

国
民
と
共
に
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍

に
倒
れ
た
人
々
に
対
し
、
心
か
ら

な
る
追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の

平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を

祈
り
ま
す
。

【
出
典
�
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

天天
皇皇
陛陛
下下
おお
ここ
とと
ばば

７０
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え

た
８
月
１５
日
、
政
府
主
催
の
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
、
本
会
の
岡
下
勝
彦
・
会

長
（
高
松
市
議
会
議
長
）
が
参
列

し
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
た
。

追
悼
式
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
遺
族
の
方

々
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
最

高
裁
判
所
長
官
、
関
係
団
体
の
代

表
な
ど
が
参
列
。
戦
没
者
に
対
し
、

追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
た
。

安
倍
総
理
の
式
辞
の
後
、
正
午

に
参
列
者
全
員
で
１
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
天
皇
陛
下
が
お
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、

衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官
、

遺
族
代
表
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、

参
列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た
。

政
府
は
、
半
旗
の
掲
揚
と
黙
と

う
の
励
行
に
つ
い
て
、
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
た
。

追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
昭
和
５７
年
４

月
１３
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
『
戦

没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
』
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
政

府
主
催
で
毎
年
８
月
１５
日
に
日
本

武
道
館
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
、
戦
没
者
の
御
遺
族
、
各
界

代
表
多
数
の
御
列
席
を
得
て
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
を
、
こ
こ
に
挙

行
致
し
ま
す
。

遠
い
戦
場
に
、
斃
れ
ら
れ
た
御

霊
、
戦
禍
に
遭
わ
れ
、
あ
る
い
は

戦
後
、
遥
か
な
異
郷
に
命
を
落
と

さ
れ
た
御
霊
の
御
前
に
、
政
府
を

代
表
し
、
慎
ん
で
式
辞
を
申
し
述

べ
ま
す
。

皆
様
の
子
、
孫
た
ち
は
、
皆
様

の
祖
国
を
、
自
由
で
民
主
的
な
国

に
造
り
上
げ
、
平
和
と
繁
栄
を
享

受
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
様

の
尊
い
犠
牲
の
上
に
、
そ
の
上
に

の
み
、
あ
り
得
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
片

時
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

７０
年
と
い
う
月
日
は
、
短
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

和
を
重
ん
じ
、
戦
争
を
憎
ん
で
、

堅
く
身
を
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
い
頃
か
ら
、
世
界
を

よ
り
良
い
場
に
変
え
る
た
め
、
各

国
・
各
地
域
の
繁
栄
の
、
せ
め
て

一
助
た
ら
ん
と
し
て
、
孜
々
た
る

歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
、
皆
様
は
見
守
っ
て

き
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
じ
道
を
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
歴
史
を
直
視
し
、
常
に
謙
抑

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
た
ち

の
今
日
あ
る
は
、
あ
ま
た
な
る
人

々
の
善
意
の
ゆ
え
で
あ
る
こ
と
に
、

感
謝
の
念
を
、
日
々
新
た
に
い
た

し
ま
す
。

戦
後
７０
年
に
あ
た
り
、
戦
争
の

惨
禍
を
決
し
て
繰
り
返
さ
な
い
、

そ
し
て
、
今
を
生
き
る
世
代
、
明

日
を
生
き
る
世
代
の
た
め
に
、
国

の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
、
そ

の
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
い
ま
一
度
、
戦
没
者

の
御
霊
に
平
安
を
、
ご
遺
族
の
皆

様
に
は
、
末
永
い
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
２７
年
８
月
１５
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

全全
国国
戦戦
没没
者者
追追
悼悼
式式
式式
辞辞

▼
議
長

▽
室
戸

久
保
八
太
雄
（
５
・
１２
）

▽
鉾
田

米
川
宗
司
（
７
・
１３
）

▽
白
河

高
橋
光
雄
（
７
・
１７
）

▽
蕨

松
本

徹
（
７
・
２２
）

▽
大
月

西
室

衛
（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

佐
藤

守
（
７
・
２９
）

▽
越
前

城
戸
茂
夫
（
７
・
３０
）

▽
尾
花
沢

菅
野
修
一
（
８
・
４
）

▽
妙
高

関
根
正
明
（
８
・
４
）

▽
東
根

秋
葉
征
士
（
８
・
５
）

▽
本
宮

渡
辺
由
紀
雄
（
８
・
６
）

▽
白
石

佐
久
間
儀
郎
（
８
・
７
）

▽
長
浜

浅
見
勝
也
（
８
・
７
）

▽
気
仙
沼

熊
谷
伸
一
（
８
・
１０
）

▼
副
議
長

▽
室
戸

脇
本
健
樹
（
５
・
１２
）

▽
鉾
田

水
上
美
智
子
（
７
・
１３
）

▽
白
河

縄
田
角
郎
（
７
・
１７
）

▽
鹿
沼

筧

則
男
（
７
・
１７
）

▽
蕨

三
輪
か
ず
よ
し
（
７
・
２２
）

▽
�
江

帰
山
明
朗
（
７
・
２３
）

▽
大
月

小
林
信
保
（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

木
谷
万
里
（
７
・
２９
）

▽
越
前

川
�
俊
之
（
７
・
３０
）

▽
尾
花
沢

須
貝

孝
（
８
・
４
）

▽
妙
高

横
尾
祐
子
（
８
・
４
）

▽
東
根

浅
野
目
幸
一
（
８
・
５
）

▽
本
宮

渡
辺
秀
雄
（
８
・
６
）

▽
白
石

大
町
栄
信
（
８
・
７
）

▽
長
浜

藤
井

繁
（
８
・
７
）

▼
事
務
局
長

▽
木
津
川

川
下

聡
（
７
・
１
）

▽
姫
路

和
田
達
也
（
７
・
１
）

▽
寝
屋
川

溝
口
正
博
（
７
・
１０
）

▽
高
槻

内
方
孝
一
（
８
・
１
）

議議
会会
人人
事事

終戦から
７０年

全
国
戦
没
者
追
悼
式

本
会
の
岡
下
会
長
も
参
列
し
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る

献
花
を
さ
さ
げ
る
安
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